






【要約】健常人の尿中には、ヒトセルロプラスミン(CP)抗体と反応する物質が存在するの

に対し、Wilson 病ではそれが検出されないことを昨年報告したが、本年度は尿中 CP 抗体

反応物質(以下尿中 CP)の性質の検索、および尿中 CP 測定による Wilson 病スクリーニン

グの可能性に関する検討を行った。尿中 CP の分子量は限外濾過法と Western blotting

により検討し、その安定性についても検討した。健常人尿中には、分子量 5～10 万、およ

び 10 万以上の画分に CP 抗体反応物質が存在し、何れの画分でも PPD 法による copper

oxidase 活性を認めた。尿 Western blotting でも、血清 CP と等しい部位に活性染色で陽

性を示すバンドが検出された。尿 CP は、4 で保存で少なくとも 3 日間は採尿当日と等し

い測定結果を保っていたが、凍結保存になり著明な劣化を認めた。このことから、採尿お

よび保存条件を適切に設定すれば、尿CP 測定による Wilson 病のスクリーニングは充分可

能と考えられた。


